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ＪＲ貨物労組は、本日１８時００分より最終交渉に入り、２０２３

年度夏季手当について『基準内賃金×１．６２カ月』で妥結しました。 

慢性的な要員不足に加え、昨冬の大雪や直近の大雨・台風などによ

る異常時対応が求められた中、全国の青年部員は指定公共機関として

の使命を果たし、安全・安定輸送を担ってきたことを会社に訴えてき

ました。 

青年部では、全国統一職場集会への結集に加え、新入組合員や入社

２，３年目の青年部員を対象とした「新入組合員歓迎会」を各機関で

開催し、意思統一をはかってきました。また、そこで出された青年部

員の“生の声”は各要請行動や抗議ＦＡＸの取り組みで会社側に訴え

てきました。 

その結果、貨物労組が要求していた２．９カ月から乖離はあるもの

の、第３回交渉の「２０２０年度の冬（実績１．６カ月）より厳しい」

という会社の考え方から『１．６２カ月』まで押し上げることができ

ました！昨年度決算が△６３億円の赤字、今年度に入っても厳しい状

況の中、夏季手当１．６２カ月まで押し上げることができたのは、ま

ぎれもなく全国の青年部員がレクや集会、座談会、FAX 行動、現場長

要請行動などに結集し、職場から闘いをつくり上げた成果です！ 

  

 

 

支払指定日；７月７日（金） 


